
流網漁業試験本海マ日
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マス資源の合理的利用により本漁業の経営安定を図るため，日本海におけるサク，マス類の資源

状態と魚群の行動を把握し生物学的諸特性を明らかにする。
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調査経過

4月7Bより漁業試験を開始以来6月 1日目まで本漁業試験を行なったが，此の間 5月中匂の太

平洋沖合定線観測及び 6月初勾の臼本海定線観測等のため漁業試験が制約され，操業回数は 13回

に止まった。

本調査期間中の延投網反激は 1，299 反でマス類の総漁獲尾数は 1，426尾，

1.322尾(92.6係)，サクラマス 104尾 (7.4% )であった。

本年度の操業漁場図及び日別反当り羅網茎数は祭実 1図及第 1表の通りである。

内訳はカラフトマス
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調査結果

調査海域は4月7日-4月 15日までは酒田沖~入道崎沖(5回). 4月 22日-4月 30日ま

では久六島近海々域(4回)， 5月 20日-5月 27日にかけては奥尻島沖~神威岬沖及び治海州

沖(4回).計 13回，反当り羅網尾数は 1.1尾で前年度と同じ羅網率を示した。

本年の海況及ひ。漁況並びに調査の概要は次の通りである。
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第 l 表 紹和 40 年度日本海マス流網漁業試験結果表

マス類総漁獲(尾)l H 尾 I 60尾
1__91 ~配(ぬ寸 )1 6 1 7 
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a 海況

本年 5月上匂の対馬暖流域の表層水温は平年に比べ治岸海域で平年並か稀低め，沖合海域では

平年並か精高目となっている。

4月に入って暖流域の表層水温は能登以北が8-9"0台で上昇捌に入りつ Lあるがこれらの水温

は平年よりも全般的に精低めで，能登半島から佐渡にかけての海域及び入道崎の西方海域が特に

低〈なっている。

5月に至り表面水温は4月上勾に比べ1- 2 Q 程昇温し，能登以北海域では， 90 -11'C台と

なったが，その水温は平年に比べ1-2  0 低めである。一方沖合の表面水温は平年並か稽低めと

なっているが，治岸部では約半月程昇湿のおくれを見せている。

対馬暖流は各地の泊岸を北上する第1分校と隠岐島の北側から能登沖に至り，そこから佐渡沖を

通って入道崎に向う第2分校及び大手雌南側から入道崎に向う第五分校の 3つが認められるが，

7本年度はこれらは全般に沖合化の傾向を示しており，その勢力も全般的に平年より弱く，特に治

岸治い第 1分校の弱勢が目立っていた。

b 漁況

本年度日本海ます流網は， 3月1日より解禁となったが当初各海区とも荒天に支配されて出足

がにぶり， 3月上勾tj司は新潟・山形両県流網船の 1部だけが出漁して，漁況は極めて低調であっ

た。

参考までに本年 1-2月の治岸定置に依るマス漁況を見ると，新潟・秋田とも昨年より漁況は上

廻っており，本県では西海岸で 1オ議ヲの漁が梢薄漁であったが，津軽海峡及び大止彫也先のサクラ

マス漁は昨年より約1週間早く始まり特に津輯毎峡方面は活況を呈した様である。

又北海道西海岸でほ今年はカラフトマスの出現が{fl陣より早く， 1月中旬頃から岩内方面のスク

ソウ延縄に混獲ぎれていた。

流網の漁況は 5月中句頃から漁場が広範囲に形成され87，88.ヲ8，99海区を主漁場として，

T隻当り最高1.20 0 -1，300尾，特に 87海区では議高 3，200尾の好漁を見た船もあるよう

である。比の頃の表面水温は 90_  10.2 '0前後で 9 全般的に魚体は大型のものが多く，カラフ

トマス 7日-8 0 %，サクラマス 30- 20係程度となっている。

5月下旬後半から 4月上旬前半iこかけては玩天が続き，一時漁況も低調となったが.4月上旬後

半より漁況は全般に好転し， 86，87，88，8九 98，99，0九海区アは 1隻当り 1，0口口場前

後のところが多く 99海区では最高 4，000 尾のととろもあった。向此の海区の水温は 8.6~ 

?口.200前後となっていた。

4月中旬には漁場が大体2つに分れ，大和堆南方の 74，84，85海区には石川県船聞が，佐渡沖

から1程現中の 87，88，98，09 の海区には新潟・青森県船団ゑ喋中しており，大和堆南方海域

は表面水温?ぷ。前後で， 1日1隻当り 5日日 -1，口o0尾，佐渡沖の 87，88，98海区では3日O

-700尾，所に依つては 1，~ 0 0 '" 1，80口尾の好漁が見られた。

4月下旬の好漁場としては春風堆南西 20浬で 1，200尾， 入道の¥'{50狸及びW 100涯では

1，20 0 - 2，0 00尾，久六島周辺では 2，000-五，000忌で，その他の海区は大体 300-700

尾前後の漁となっていた。

5月中旬頃の主漁場は，沖合では大和堆南西海域から東側海域にかけて，治岸寄りでは漁場が税、

北上して入道沖合及び久六島沖合から大島に至る聞が主漁場となっていたが大和堆周辺と久六島

沖合にはオットセイの群が多く相当の被害があったようである。
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本年の漁場の特徴としては，例年表面水温 9.50-1 1 '0に主漁場が形成されていたが本年は

け。-13'0の水帯効注漁場となったようである。

5月中匂後半に至り，治岸寄りの漁場ではかなり漁にムラカ柏て来て，全般的に有頓となったが，

大和堆西沖海区では石川・新潟・山形県船団が密集し， 1日1隻当り 1，800 -2， 50 0尾程度の

好漁をあげていた。しかし本県船の大部分は此の頃より切腸げを始めたようである。

c !3合月Ij羅網状況

試験船による目合別反当り羅網率は， 91 % ( 3.0寸)1，6 0尾 94% ( 3.1寸)1.1 9尾

97弘(3.2寸)1.08尾 100%(3.3寸}O.引尾 1 03滋(3.4寸)0.82尾となり，前年度

に比べ 97匁(3.2寸)が比較的経網率が悉く.その他は全般に良好であった。

d 魚体調査

前年同様 1操業毎に魚種毎に五日尾づL測定することになっていたが， 1 3回操業の中魚体測

定を行なった数はカラフトマス 31 7尾，サクラマス 10 3尾，計 420尾であった。

カラフトマスの体長室簡は 33-53cmj;で三モードは 41-42C11lとなっており，昨年度のモ

ード 39C11!に比べ 2-3C11l程度大き〈なっている。

又，サクラマスの体長範囲は 35-5 1 c悦まで'::，モードは 41C1Ilとなっている。

雌雄別比率を見るとカラフトマスでは字 51.7%，O 48‘3 %で前年度より宇治Z少く 3が多くな

っている。サクラマスではI?58.3 %. oが 41.7 ~惑で大体半々の割合となっている。
カラフトマス及びサクラマスの体長組成は別表の通りである。

日精密調査

1操業毎に 30尾づh内畷及び鱗を採取し，日水研に送:tした。

V 考察

本年度の本県当業者船の漁況をみてみると，昔u司では平均反当り 2.2尾程度の比較的好漁に恵ま
れ，前年度より全般的に漁獲が上.廻った。しかし富山・石川・新潟の各船団は5月下旬-6月上匂

にかけて北朝鮮治岸海域まで出漁し相当な成果をみた様であるが，本県船団は流網目合不適正のた

め切揚げの止むなきに至っている。

一方治岸では 4月上句より北海道マス延縄船による好漁が見られ鯵ケ沢港を墓地とした約 30隻の

延縄船が 4月上勾後半より 5月上旬までに約 46τの水揚をあげた。延縄船の漁場は鯵ク沢沖 20

- 30浬から 70--80濫毎域で，約 20日間で1隻平均 1.5tの好漁をみたが，弓張を極めてい

る地元流網船に大きな刺激を与えている。

今後とれら延縄船の漁況と流網鉛による漁況の関連について泳場形成要因等を究明し，新業の発展

を図らなくてはならない。
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